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今後 2カ年の執行体制 
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会員の皆様には、土砂災害の防止のための調査、啓発など当協会の活動にご協力いただき厚くお礼申

し上げます。令和２年度総会につきましては、新型コロナウイルス対策のため、会員にあらかじめ議案書

を送付して書面表決をお願いすることにより、会場に参集する会員数を少人数にして開催しました。総

会は成立し、各議案について承認を頂きました。会員各位のご理解ご協力にお礼申し上げます。 

当協会の主たる事業であった「急傾斜地崩壊危険箇所カルテ更新業務」は、平成２４年度から大阪府に

おいて土砂災害対策防止法に基づく区域指定（土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域）の基礎調

査にシフトされたことで実施されなくなり協会の事業運営に大きな影響がありましたが、平成３０年度

決算に続き令和元年度決算におきましても、当協会事業に賛同をいただいている各法人の皆様からの会

費および寄付金収入、また災害現場等への緊急調

査や講習会への講師派遣などについて大阪府河川

環境課の支援を得て「一般社団法人 全国治水砂防

協会」からの広報・啓発助成金などによりまして

事業収支面での改善が図られております。関係者

の皆様に改めてお礼を申し上げます。 

令和２年度におきましてもなお一層の事業収支

の改善を図るとともに、新型コロナウイルス感染

対策を適時適切に講じながら、会員の土砂災害に

関する技術の研鑽と知識の習得が図れるよう活動

方法にも工夫を凝らして斜面地調査や講習会・研修会を実施することとしております。会員の皆様には

引き続きご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 ☆ 令和２年度通常総会を開催 

令和２年度総会は新型コロナウイルス対策のため会員にあらかじめ議案書を送付して書面表決をお願

いし、６月９日（火）「津波・高潮ステーション」１階会議室に参集する会員数を少人数にして開催しま

した。総会出席者総数は、書面表決２７名、委任状提出２名を含めて４１名でした。総会は成立し、その

全員が議案に賛成し、令和元年度事業報告・決算報告、役員改選、令和２年度事業計画・予算の各議案に

ついて了承されました。総会後の理事会では、平井副理事長の退任に伴い河野副理事長、高城理事（地域

調整）が選任されました。 

  

※会員の現状 正会員８4名（斜面判定士６2名）、個人賛助会員６名、法人賛助会員 16社 

☆ 理事長あいさつ               大江 徹  

理事長 大江 徹 

副理事長  塚本 雅夫    河野 敬太郎 

事務局長 吉村 滋 

理 事 
服部 登（総務） 東郷 茂（財務） 若菜 邦雄（企画広報）  

高城 俊介（地域調整） 松田 賢二（事業調整） 

監 事 秋山  敬     木寺 由男 

ブロック長 
（池田）田中 義宏 （茨木）東郷 茂 （枚方）服部 登 

（八尾）川口 惠司 （富田林）若井  健 （鳳）河野 敬太郎 （岸和田）高城 俊介 
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理事長あいさつ 

R２年度通常総会を開催 

この 1 年の活動概要報告 

危険斜面地等の点検調査 

防災啓発活動 

研修会・講習会 

河川室だより（大阪府） 

コロナ禍で少人数の参加のもと「津波・高潮ステーショ
ン」で開催した令和２年度総会。総会後に例年実施してい
た会員研修会は講師の方に依頼するなど事前準備してい
ましたが中止しました。 
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土砂災害から府民の命を守るため、大阪府や市町村と連携して土砂災害防止のための点検調査や防災 

意識の向上・啓発に努めました。 

昨年度の斜面地点検調査は、土砂災害防止のため６月の土砂災害防止月間において各土木事務所管内

で実施される土砂災害危険箇所パトロールに参加しました（７土木事務所、１７名参加）。 

また、地域からの要請で土木事務所とともに異常個所の緊急調査を池田市と枚方市で実施しました

（5 名参加）。さらに岸和田土木事務所の協力を得て過去に作成した「斜面地カルテ」等を用いて、岬

町、泉南市、熊取町、岸和田市の９地区において斜面地調査を行いました（１０名参加）。 

 防災啓発としては、６月の土砂災害防止月間行事の１つである「砂防フェア」では、茨木市役所及び

大阪府三島府民センターにおいて啓発パネルの展示を行いました。さらに大阪府砂防協会が主催する災

害講習会において市町村職員を対象に豪雨による災害に関する講演を行い、土砂災害防止の啓発に努め

ました（１名参加）。また、地すべりの動態観測地である八尾市黒谷「市民の森」の清掃活動に参加し

ました（２名参加）。 

 

 研 修 会・講 習 会 

１．現地研修会－奈良県宇陀市の室生口砂防、室生地すべり、室生山上公園芸術の森－ 

令和元年１１年８日、奈良県宇陀市の国土交通省紀伊山系砂防事務所施工による室生口砂防堰堤工

事と県施工の室生地すべり対策事業、また地すべり対策事業と融合した公園（室生山上公園芸術の森）

について現地研修会を開催し砂防事業の重要性と地域活性化策について勉強しました。会員２４名、

大阪府から９名、賛助法人会員からは３名、合計３６名が参加しました。今回も奈良県砂防ボランティ

ア協会と協力しての合同研修会でした。 

☆ この 1 年の活動概要報告 

危険斜面地等の点検調査・防災啓発活動 

 

直轄施工による室生口砂防堰堤工事現場 彫刻家ダニ・カラヴァンのデザイン監修により地すべり
対策後の跡地を活用し地すべり対策と地域振興の視点
から、県によって整備された「室生山上公園 芸術の森」
（現在管理は宇陀市）。 

新会員現地研修会 
能勢町野間西山地区【地すべり】 

斜面地カルテに基づく斜面地調査 
岬町淡輪地区【急傾斜地】 

令和 2 年度土砂災害危険箇所パトロール 
池田市旭丘三丁目【急傾斜地】 
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２．新規会員現地研修会 

令和２年３月５日、新規会員の技術向上のため池田土木事務所管内の急傾斜崩壊危険個所や地すべ

り抑止工の現地研修会を開催しました(５名参加）。 

３．講習会 

（１）令和元年１１月２７日 大阪府河川協会及び大阪府砂防協会との３者共催による講習会（場所；大

阪赤十字会館） 

「土砂災害の実態と対策」  

国土交通省水管理・国土保全局 砂防部砂防計画課長 三上 幸三 氏 

「近年の災害動向を踏えた水害策 ～ハザード情報の活用とタイムライン防災の実践～ 」 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研（株） 上席コンサルタント 日塔 哲広 氏 

（２）令和２年２月７日 近畿ブロック（２府４県）砂防ボランティア協会合同講習会（場所；兵庫県中

央労働センター（神戸市中央区） 

「さまざまな降雨特性と表層崩壊」 

神戸大学  名誉教授 沖村 孝 氏 

「砂防への熱き想い」 

一般財団法人砂防の父 赤木正雄展示館 館長 赤木新太郎 氏 

「阪神大水害デジタルアーカイブの取り組み」 

国土交通省近畿地方整備局六甲砂防事務所  所長 田中 秀基 氏 

「期待高まる砂防ボランティア」 

砂防ボランティア全国連絡協議会 会長 亀江 幸二 氏 

「兵庫県の土砂災害対策」 

兵庫県県土整備部土木局砂防課 副課長 松井 康司 氏 

  

 

・1１月  水害・土砂災害に関する防災講演会（大府砂防協会・河川協会と共同開催） 

・1１月 現地研修会 

・2月  土砂災害に関する講習会 近畿ﾌﾞﾛｯｸ（２府４県）砂防ボランティア協会合同開催（奈良県） 

 

 

・当協会会員が砂防ボランティア活動等功労者として受賞されました 

６月３日（水）、福岡県福岡市（アクロス福岡）で開催予定でした「令和２年度砂防ボランティア協

会全国の集い」はコロナの関係で開催中止となりましたが、当協会から東郷 茂氏が砂防ボランティア

活動及び砂防ボランティア団体の運営発展に関して顕著な功績があり、他の模範として推奨に値する

と認めら、砂防ボランティア全国連絡協議会会長から砂防ボランティア活動等功労者として受賞され

表彰状と記念品が贈呈されました。 

☆ 令和２年度主な事業予定 

☆ お  知  ら  せ         

令和元年度現地研修会 奈良県宇陀市の直轄施工室生口砂防堰堤工事現場での参加者 
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・セーフティベストの寄贈 

  この度当協会の法人賛助会員「共和コンクリート工業

㈱」様のご厚意によりセーフティベストを10着寄贈し

ていただきました。風通しの良いデザインと素材で夏場

などの現場活動には使い勝手が良いものです。これまで

のグリーンジャンパーと活動状況にあわせて使い分け

していきます。 

・訃報について 

当協会に長く在籍されご尽力いただいておりました

矢野照久さんが昨年2月、藤本光大さんが今年3月に鬼

籍に入られました。矢野照久さんは「急傾斜地崩壊危険

箇所カルテ更新業務」に大変ご活躍をされ、また藤本さんはH17年4月の事務所移転、H23年度の「15

年記念誌」編纂、さらには副理事長として当協会の運営と活動に対して情熱をもって多大なご貢献い

ただきました。改めてお二人に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 大阪府砂防ボランティア協会 

〒54０-００３３大阪市中央区石町２-５-８日宝中之島ビル４F 

TEL/FAX０６-６８０９-７1２２ 

Ｅ-mail:osakasabovo@gmail.com 

 （ 旧 osakasabovo@tea.ocn.ne.jp） 

http://o-sabovo.sakura.ne.jp/ 

-砂防ボランティア会員 募集中!!- 

年齢、性別、経験（砂防に関する知識等）は問いません。 

＜当協会の構成＞ 

 正 会 員  ８４名 

斜面判定士 ６２名 

賛助会員 

個  人     ６名 

法  人   １６社 

（令和２年７月現在） 

前 後（ロゴ入り） 

○◎○◎○◎○◎●当協会を支援していただいている法人賛助会員(ｱｲｳｴｵ順)●◎○◎○◎○◎○ 

㈱淺沼組、㈱エヌイーエス、㈱奥村組、共和コンクリート工業㈱、協和設計㈱ 

㈱建設技術研究所、㈱ＣＰＣ、㈱セリオス、㈱竹中土木、戸田建設㈱、㈱浪速技研コンサルタント 

㈱日本インシーク、日本国土開発㈱、㈱ニュージェック、㈱八州、復建調査設計㈱ 

○◎○◎○◎○◎●当協会に寄付をしていただいている法人(ｱｲｳｴｵ順)●◎○◎○◎○◎○ 

大日本土木㈱、㈱TMS 柔構、飛島建設㈱ 

 

河川室だより          －大阪府都市整備部河川室河川環境課長よりご挨拶－ 

 NPO 法人 大阪府砂防ボランティア協会の皆様におかれましては、 

日頃より、大阪府の砂防行政の推進にご理解とご協力を賜り、厚く 

御礼を申し上げます。また、６月上旬の土砂災害危険箇所パトロー 

ルでは、新型コロナウイルス感染症への配慮が必要な状況にも関わ 

らず、例年同様のご参加を頂きましたことに感謝を申し上げます。 

 さて、大阪府の土砂災害対策は、皆様もご承知のとおり、土砂災 

害から人命を守ることを最優先とし、土砂災害防止法にもとづく区 

域指定による土砂災害発生リスクの周知を基軸に、市町村との連携 

のもと「逃げる」、「凌ぐ」、「防ぐ」の各施策を組み合わせ、総合的かつ効果的に対策を進めてい

ます。特に、住民が確実に避難行動をとれるよう、住民自身がワークショップなどを通じて「地

区単位ハザードマップ」を作成する取組については、皆様に多大なご協力もいただき昨年末時点

で約９２％完了と一定の成果を示すことができました。一方、ハザードマップは作成して終わり

ではなく、住民一人ひとりが理解を深め自らの命を守る行動に役立てていただかなくてはなり

ません。そのため、各地域ごとに研修・啓発・訓練などの取組を実施・継続していく必要があり

ます。今後も皆様のご支援が必要となってまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

大阪府河川室河川環境課長 
冨井 浩一 

mailto:旧osakasabovo@tea.ocn.ne.jp

